
平成１８年度 
鳥取市政懇話会産業振興部会 

意見・提言 
 

本市が、山陰の中核都市としてさらなる発展を図るためには、本市の経済・雇用を

支える農林水産業、商工業などの産業の振興が必要不可欠です。 
とりわけ鳥取自動車道の開通は、鳥取県東部地域の経済発展の起爆剤として期待さ

れており、開通を契機として官民一体となった戦略的な取組みを力強く進めていく必

要があります。ここに、「鳥取自動車道を活用した産業振興」について、当部会の１

年間の議論のまとめとして以下の項目を提言します。 

 
地域ブランドの構築 
・ 質の高い魅力ある商品の創出 
・ しっかりとしたブランド基準の確立、品質の保持 
・ 京阪神地域をターゲットに絞ったＰＲと商品の確保 

 
地場産業、企業の活性化 
・ 物流の高速化を活かした顧客獲得の支援 
・ 若い世代の起業、個店の魅力ＵＰ、販路拡大への支援 
・ 関西圏に因幡公設市場（仮称）の設置の検討 
・ 鳥取自動車道とリンクした鳥取港活性化の検討 

 
人口増加 
・ 流入人口を増やすための観光、雇用等の受け入れ態勢の充実 
・ Ｕターン、団塊の世代の獲得に向けた取り組みの充実 

 
鳥取の魅力発信 
・ スローライフができる鳥取の発信 
・ 既存の資源の再点検と付加価値づくり 
・ インターネットの有効活用（ネット通販、バーチャル旅行、マップ）と

イメージ戦略の充実 
・ 関西向けのメディア戦略の構築 

 


